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5･ バクテ リア ･コロニーの拡散律速成長 と形砦変化
中大 ･理工 松下 真
部衛生研 藤川 浩
新潟大 ･医 松山東平
従来､ バクテ リア ･コロニーの形態学 は種 による相違のみがかな り定性的に議論
されて来たよ うであるが､我 々はある種 のコロニ丁 ･パター ンがフラクタル的に成
長す ることを定量的に示 し､ 1)種を固定 して も物理的環境条件の違 いでその形態が
大幅に変化 し得 ることを見出 した｡ 2)
枯草菌 Bacillussubtilisのある株を シャー レ内の薄い寒天坂上の中央に点状 に
接種 し培養す るとコロニーが寒天表面上 に成長す る｡ 環境条件 としてここでは寒天
に溶か し込んだ養分 (ペプ トン)濃度 C と寒天板中の寒天その ものの濃度 srを変イヒ
させる｡ C:高では概ね コンパク トな構造が得 られる (従来､ この領域で調べ られ
ていた)0 C:低､ S :高ではコロニー ･パター ンはすかすかな枝別れ構造か らな
り､ 自己相似 フラクタル性を示す｡C.S共 に低では枝別れを持ち密な､ いわゆる
dense-branchingmorphoーlogy(DBN)を示すo
特に､ C:低､ S :高で見 られるフラクタル構造はフラクタル次元 D=1.73+0.02
等､ い くつかの歴然 とした証拠か ら ｢拡散に支配 された凝集 -DLA｣もデルで説
明で きる｡ さらに､ コロニーの成長が C=0で は見 られないこと､局在 した栄養分 に
向か うことか ら､ この場合の コロニー ･パター ンの成長 は栄養分の濃度場での拡散
律速成長 と言える｡
拡散律速成長領域に限定 した上でも､パターン形成にはもう一つの自由度 一局所
成長機構 -が残 る｡ バクテ リアの個性 (増殖の仕方)は多分･ここに効 くのであろ う｡
例えば､全ての環境 (物理)条件を固定 した上でバクテ Ijアの yildtypeに対 して
mutantを使 うとコロニー ･パター ンは変わる. こうい ったデータを踏 まえると､ 新
しいバ クテ リア ･コロニー形態学が展望で きると思われ る｡
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